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令和5年度の
予算案をお知らせします	 2・3面

3月5日㈰からの休日・夜間・
緊急時の診療はこちらへ	 4面

引っ越しシーズンです 
手続きはお早めに！	 5面

市からのお知らせ	 11面

12月オープン！
福祉Laboどんぐり山	 12面

ウィズコロナからアフターコロナへ！
新時代の幕開けに向けたスタートダッシュを
ウィズコロナからアフターコロナへ！
新時代の幕開けに向けたスタートダッシュを

『第5次三鷹市基本計画』の
策定を見据えた施策の推進

　「都市再生」と「コミュニティ創生」を
中心に、各施策を着実に推進します。
令和5年度の主な事業は2面をご覧く
ださい。

「都市再生」に
向けた取り組み

三鷹ならではの付加価値を
創出する「“百年の森”構想」の推進

　市全体を緑でつなぎ、緑あふれるま
ち並みを目指します。その第1段階で
ある三鷹駅南口中央通り東地区再開発
事業では、引き続き、地権者との合意
形成を図り、早期の都市計画決定と事
業着手の早期化に取り組みます。

羽沢小

　大沢地区では、「天文台の森」への羽
沢小の移転を軸に、地域の防災機能の
向上とスクール・コミュニティの創造
を目指します。井口特設グラウンドの
土地利用については、緑豊かな環境を

確保しながら防災拠点としての機能強
化を図るため、市内医療機関の誘致と
併せ、一時避難場所となるグラウンド
や東西通路の整備を進めます。

「ゼロカーボンシティ」に向けた
取り組み

　公共施設への太陽光発電設備などの
導入可能性の調査や開発事業への支
援、屋上・壁面緑化に対する助成制度
の創設など、まち全体の脱炭素化を複
合的、重層的に進めます。コミュニティ
バスについては、環境への負荷が少な
い小型EV車両やAIデマンド運行の実
証を継続します。また、学校給食での
市内産農産物の活用を促進し、食育を
通して地産地消を進める好循環を創出
していきます。

防災・減災のまちづくり

　災害時に支援が必要な方の「個別避
難計画」を作成し、安全で安心なまち
づくりを進めます。避難所となる学校
施設やコミュニティセンターの保全・
更新についても、『新都市再生ビジョ
ン』に基づき計画的に進めます。

みたか防災マルシェ2022

　また、防災NPO団体「Mitakaみんな
の防災」と連携し、自助と共助の防災
力の向上に取り組みます。

「コミュニティ創生」に
向けた取り組み

多様な人財がまちづくりに参画し
まちを活性化する環境づくり

　「みたか地域ポイント」は、対象事業
の拡充や一部市内店舗での決済の導入
など、令和6年度の本格運用開始を見
据えて事業を活性化していきます。12
月のオープンに向けて準備を進めてい
る「福祉Laboどんぐり山」（12面参照）
では、在宅医療・介護に係る研究や介
護人財の育成などを通じて、高齢者が
地域で安心して暮らし続けられるまち
づくりを目指します。また、多様な意
見を反映しながら『人権基本条例（仮
称）』の制定を目指します。

未来を担う子どもたちが
健やかに成長していく環境づくり

　学校を核としたコミュニティづくり
として、「学校3部制」の実現に向けた
モデル事業を実施します。また、子育
てしやすい環境づくりの一環として、
10月から義務教育就学児と高校生な
どの医療費助成の一部負担金を撤廃
し、完全無償化を実現します。保育園、
学童保育所は、いずれも待機児童ゼロ
が継続できる見込みです。

学校3部制モデル事業（シャッター付きロッカーの
整備による普通教室の放課後活用）

「文化の薫り高い三鷹」の発信

　12月の開館を予定している「吉村昭
書斎（仮称）」は、執筆活動を行ってい
た書斎の移築・再現に加え、地域の方
が交流できる機能を有した展示・交流
棟を整備します。また、太宰治ゆかり
の「三鷹こ線人道橋」については、ＪＲ
東日本と引き続き協議をしながら、階
段の一部の現地保存と橋桁の一部移設
保存に向けた調査などを行います。

持続可能な
自治体経営の推進

　コロナ禍にあっても社会経済は緩や
かな回復基調にあり、令和5年度予算
の市税収入は前年度予算を上回る見込
みです。一方で、物価高騰の影響は行
政サービスに係るコストにも及んでお
り、ふるさと納税の影響による税収の
減少も看過できないレベルに達してい
ます。強固な財政基盤の構築に向けて、
質を確保しながら量の適正化を図ると
いう視点での行財政改革を推進します。

　平成31年4月の市長就任以来、山積みする地域課
題に向き合う中で、新型コロナウイルス感染症やウ
クライナ情勢に起因する物価高騰など、想定外の出
来事に直面しました。多くの皆さんのご理解とご協
力でこれらに対峙し、改めて、『三鷹市基本構想』に
掲げる「平和」「人権」「自治」の理念がまちづくりに通
底する普遍的な考えであることを実感しています。
　令和5年度は、三鷹のグランドデザインである『三

鷹市基本構想』の改正と『第5次三鷹市基本計画』の策
定に向けた取り組みが本格化します。選択と集中に
より優先順位を明確にし、まち全体の魅力を高め、
将来を担う子どもたちの未来へとつなげていきます。
一つひとつの「まちの声」は、将来のまちづくりへの
「夢」です。夢を実現し、市民の皆さんが安心して、
平和で心豊かな毎日を過ごせるよう、オンリーワン
のまちづくりを進めます。

令和5年度予算案 一般会計778億4,310万円

予算案の概要については、2・3面で紹介しています

　令和5年の第１回市議会定例会が2月27日に開会し、新年度の市の予算案が
審議されています。今号では、新年度の予算案と主な事業について紹介します。

新年度の
施政方針（概要）

三鷹市長　河村 孝
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　　　　　　　令和 5 年度の予算案を お知らせします
　5年度予算案における一般会計と特別会計の予算総額は1,171
億4,843万5千円で、前年度予算と比較すると35億7,644万2千円

（3.1％）の増となります。
　一般会計の予算額は778億4,309万9千円で、前年度予算と比較
すると27億6,383万7千円（3.7％）の増です。これは、原油価格の
高騰による公共施設の光熱費や、物価高騰の影響を受けている事業
者などへの支援を予算に盛り込んだほか、国民健康保険事業特別会
計への繰出金や私立保育園運営費など社会保障関連経費の増加傾
向、小・中学校における学校給食費の公会計化の実施や「福祉Labo
どんぐり山」の施設整備および管理運営費の増などによるものです。
　特別会計の予算額の合計は393億533万6千円で、前年度予算と
比較すると8億1,260万5千円（2.1％）の増です。これは、国民健康
保険事業・介護保険事業特別会計の増などによるものです。
　下水道事業会計（公営企業会計）の単年度収支は、収益的収支で2
億6,159万3千円の純利益が見込まれ、資本的収支で7億474万8千
円の不足が見込まれています。
　今号では、こうした5年度予算案の概要と主な事業の内容をお知
らせします。

（単位：百万円）

（単位：千円）

※「純計」とは、会計間の重複（繰入金・繰出金）を控除した額です。
※「△」はマイナス。

※「△」はマイナス。

※「△」はマイナス。

（単位：千円）

一般会計  778億4,310万円	 （1人当たり409,701円）

歳入予算歳出予算

皆さんからお預かり
する税金

402億2,533万円　51.7%
（1人当たり211,712円）

市　税

前年度決算の繰越金など

27億7,894万円　3.6%
（1人当たり14,626円）

その他

使い方が定められて
いない国・都からの
交付金など

66億6,227万円　8.4%
（1人当たり35,065円）

各種交付金

保育料やごみ処理手
数料など、皆さんに
負担していただく収入

18億109万円　2.4%
（1人当たり9,480円）

使用料・手数料、分担金・負担金

使い方が定められて
いる国からの負担
金・補助金

125億4,883万円　16.1%
（1人当たり66,046円）

国庫支出金

使い方が定められて
いる東京都からの負
担金・補助金

104億6,299万円　13.4%
（1人当たり55,068円）

都支出金

BANK基金（貯金）の取り崩
しなど

19億9,035万円　2.6%
（1人当たり10,476円）

繰入金

工事中

都市再生に係る事業
などのための借入金

13億7,330万円　1.8%
（1人当たり7,228円）

市　債

消費者・勤労者対策、農業・商工
業振興などに
12億5,507万円　1.6%

（1人当たり6,606円）

その他

市債（借入金）の返済
に

36億9,694万円　4.8%
（1人当たり19,458円）

公債費

小・中学校教育、生
涯学習、スポーツ振
興などに

102億1,164万円　13.1%
（1人当たり53,745円）

教育費

消防や防災対策など
に

22億7,575万円　2.9%
（1人当たり11,978円）

消防費

道路、公園整備、緑
化対策などに

57億699万円　7.3%
（1人当たり30,037円）

土木費

健康増進、ごみ処理、
公害対策などに

50億1,820万円　6.4%
（1人当たり26,411円）

衛生費

社会保障、子育て支
援、高齢者・障がい
者福祉などに

398億9,483万円　51.3%
（1人当たり209,973円）

民生費

市役所の運営、コミュ
ニティ、文化、安全
安心対策などに

92億6,112万円　11.9%
（1人当たり48,743円）

総務費

市議会の運営に

5億2,256万円　0.7%
（1人当たり2,750円）

議会費

※「％」は一般会計予算に占める割合を示しています。
※1人当たりの金額は、5年度の人口見込み190,000人で割り返した金額です。

会　計 ５年度予算額 ４年度予算額 増　減

一般会計 77,843,099 75,079,262 2,763,837 3.7%   

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 18,797,736 18,391,697 406,039 2.2%   

介護サービス事業特別会計 674,550 976,549 △301,999 △30.9%   

介護保険事業特別会計 14,833,980 14,375,083 458,897 3.2%   

後期高齢者医療特別会計 4,999,070 4,749,402 249,668 5.3%   

合　　計 39,305,336 38,492,731 812,605 2.1%   

総　　計 117,148,435 113,571,993 3,576,442 3.1%   

純　　計 109,488,641 106,356,968 3,131,673 2.9%   

下水道事業会計 ５年度予算額 ４年度予算額 増　減

収益的
収入・支出

収　入 3,598,271 3,476,694 121,577 3.5%

支　出 3,336,678 3,199,792 136,886 4.3%   

差し引き 261,593 276,902 △15,309 △5.5%   

資本的
収入・支出

収　入 1,722,010 1,460,322 261,688 17.9%

支　出 2,426,758 2,164,914 261,844 12.1%   

差し引き △704,748 △704,592 △156 △0.02%   

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

金額 前年
度比 金額 前年

度比 金額 前年
度比 金額 前年

度比 金額 前年
度比

歳入・歳出
総額 68,976 0.2% 72,184 4.7% 73,242 1.5% 75,079 2.5% 77,843 3.7% 

うち市税 38,059 1.9% 38,281 0.6% 36,857 △3.7% 38,740 5.1% 40,225 3.8% 

各会計別の予算額

一般会計と市税の当初予算額の推移
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新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載している催しなどを延期・中止する場合があります。事前に市ホームページまたは各記事の でご確認ください。

　　　　　　　令和 5 年度の予算案を お知らせします

　『令和5年度施政方針・予算概要』（1冊200円）、『令和5年度三鷹市一般会計・特別会計予算及び同説明書』（1冊900円）は、
相談・情報課（市役所2階）☎0422-44-6600で販売しています。また、市ホームページでもご覧いただけます。

財政課☎0422-29-9035

5年度の主な事業

世界に開かれた平和・⼈権のまちをつくる
●『人権基本条例（仮称）』の制定に向けた取り組み	 97万7千円
●ウクライナへの人道支援の拡充	 254万円

魅⼒と個性にあふれた情報・活⼒のまちをつくる
●「スマートシティ三鷹」の実現に向けた取り組み	 3,070万6千円
●市税のクレジットカード決済などの導入	 384万8千円
●市内産農産物の活用促進に向けた取り組み	 1,356万円
●三鷹台駅前周辺地区のまちづくりの推進	 9,754万3千円
●国立天文台と連携したまちづくりの推進	 1億297万円
●井口特設グラウンドの利活用	 3,431万7千円
●三鷹駅前地区再開発の推進（※）	 1,226万7千円

安全とうるおいのある快適空間のまちをつくる
●屋上・壁面緑化助成の実施	 200万円
●防災NPO団体「Mitakaみんなの防災」の運営支援	 1,453万1千円
●『三鷹市地域防災計画』の改定	 522万2千円
●みたかバスネットの抜本的な見直し	 3,949万3千円

人と自然が共生できる循環・環境のまちをつくる
●公共施設における太陽光発電などの導入可能性調査の実施	 1,004万3千円
●住宅・建築物の脱炭素化の支援	 1,687万8千円

希望と安心にみちた健康・福祉のまちをつくる
●災害時避難行動要支援者の個別避難計画作成の推進	 964万円
●地域で共生する社会の実現に向けた取り組みの推進	 3,525万3千円
●「福祉Laboどんぐり山」の開設	 6億2,304万9千円

いきいきと子どもが輝く教育・子育て支援のまちをつくる
●義務教育就学児の医療費助成の拡充	 986万1千円
●高校生などの医療費助成の拡充	 247万9千円
●ヤングケアラー支援に向けた取り組み	 42万5千円
●学童保育所待機児童ゼロの継続に向けた取り組み	 2,728万4千円
●妊婦・子育て家庭への伴走型・経済的支援の実施	 1億8,953万3千円
●学校給食の委託化による効率的な運営の推進	 6億7,032万1千円
●スクール・コミュニティの実現に向けた学校3部制のモデル実施	 2,547万5千円
●学校施設の大規模改修工事の実施	 4億8,000万円

創造性と豊かさをひろげる
生涯学習・文化のまちをつくる

●大沢野川グラウンドの利用再開に向けた取り組み	
	 4,510万4千円
●「吉村昭書斎（仮称）」の整備（※）	 1億4,417万2千円
●神沢利子氏生誕100年記念事業の実施	 602万8千円
●「三鷹こ線人道橋」の一部保存に向けた
　検討と調査の実施	 1,268万2千円

ふれあいと協働で進める
市民自治のまちをつくる

●「市民参加でまちづくり協議会」の活動の推進	 3,648万円
●「みたか地域ポイント」のさらなる充実（※）	 5,586万6千円
●『コミュニティ創生基本方針（仮称）』の策定	 56万4千円
●基本構想の改正と基本計画の
　策定に向けた取り組み	

1,207万3千円
●公共施設のマネジメント体制と
　維持保全の在り方の調査・検討	

1,200万円
●自動交付機による証明書
　交付サービス終了への対応	

2,525万2千円

新型コロナウイルス感染症対策
●新型コロナウイルス感染症対策の推進	 1億879万7千円
●新型コロナウイルスワクチン接種期間後の対応
	 7,139万8千円

物価高騰対策
●介護・障がい福祉サービス事業所への食材費・光熱費
　などの高騰に伴う支援の延長	 9,910万9千円
●保育施設などへの食材費・光熱費
　などの高騰に伴う支援の延長	 1,954万3千円

（※）『三鷹駅前地区まちづくり基
本構想』や『“子どもの森”基本
プラン』に基づき、三鷹駅南
口中央通り東地区再開発事業
を中心とした、安全で快適な
魅力あふれる質の高いまちづ
くりを推進していきます（画
像は三鷹駅南口中央通り東地
区再開発事業のイメージ）。

（※）三鷹市ゆかりの文学者である故・吉村昭氏を顕彰する施設を整備します（画像は
外観イメージ）。整備の実施に当たっては、引き続きクラウドファンディングに
より財源確保を図るとともに、施設の魅力を発信します。

(※)6年度の本格運用に向けて、ポイントの付与対
象事業の拡充や愛称募集、一部店舗における
決済を導入し、コミュニティや地域経済の活
性化を図り、地域のにぎわいの創出につなげ
ていきます（画像はアプリの画面イメージ）。
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